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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における国内経済は、原油安によるコスト低減等により企業収益に改善がみられ、雇 

用情勢も良好に推移しておりますが、海外景気の減速等により依然として不透明な状況が続いております。 

 当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場においては、主力商材の冷凍サケやマグロ等の荷動きが低 

下し、また、気象・天候の変化により大衆魚を中心に天然水産物の供給が不安定となりましたが、集荷・販売に万 

全の体制で取り組んでまいりました。 

 このような状況のもと、当社グループの売上高は96,488百万円（前年同期比1.3％増）となり、売上総利益は利 

益率の低下により5,070百万円（前年同期比4.6％減）となりました。営業利益は販売費及び一般経費の減少により 

475百万円（前年同期比25.3％増）、経常利益は568百万円（前年同期比14.7％増）、親会社株主に帰属する四半期 

純利益は393百万円（前年同期比10.6％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、建設仮勘定の増加等はありましたが、商品の減少等により前期末に 

比べ813百万円減の56,405百万円となりました。負債合計につきましては、長期借入金の増加等はありましたが、 

短期借入金の減少等により前期末比663百万円減の33,021百万円となりました。純資産合計は、前期末に比べ149 

百万円減少し、23,384百万円となりました。これは主に、自己株式の取得によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年５月14日の「平成27年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(企業結合に関する会計基準等の適用)

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため,前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準44－５項（4）及び事

業分離等会計基準57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,992 5,958 

受取手形及び売掛金 12,670 12,768 

前渡金 111 511 

商品 9,431 6,386 

原材料及び貯蔵品 15 19 

預け金 206 414 

短期貸付金 329 739 

繰延税金資産 168 169 

その他 341 262 

貸倒引当金 △993 △812 

流動資産合計 29,274 26,420 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,419 10,231 

機械装置及び運搬具（純額） 1,103 1,042 

土地 4,175 4,173 

リース資産（純額） 363 375 

建設仮勘定 14 2,350 

その他（純額） 202 186 

有形固定資産合計 16,279 18,360 

無形固定資産    

のれん 554 527 

借地権 2,101 2,101 

その他 322 319 

無形固定資産合計 2,978 2,948 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,356 7,390 

長期貸付金 363 273 

差入保証金 287 327 

繰延税金資産 137 135 

退職給付に係る資産 614 622 

その他 311 319 

貸倒引当金 △384 △392 

投資その他の資産合計 8,686 8,675 

固定資産合計 27,943 29,985 

資産合計 57,218 56,405 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,260 9,107 

短期借入金 11,544 9,460 

1年内返済予定の長期借入金 728 728 

未払法人税等 167 194 

未払消費税等 － 112 

賞与引当金 185 185 

役員賞与引当金 27 － 

その他 1,860 1,454 

流動負債合計 23,773 21,242 

固定負債    

長期借入金 5,708 7,643 

繰延税金負債 1,110 1,076 

役員退職慰労引当金 43 38 

本社移転損失引当金 286 286 

退職給付に係る負債 1,740 1,703 

長期未払金 266 229 

その他 755 798 

固定負債合計 9,911 11,778 

負債合計 33,684 33,021 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995 

資本剰余金 1,341 1,341 

利益剰余金 14,418 14,565 

自己株式 △403 △693 

株主資本合計 18,352 18,209 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,450 2,425 

退職給付に係る調整累計額 △151 △146 

その他の包括利益累計額合計 2,299 2,279 

非支配株主持分 2,882 2,896 

純資産合計 23,533 23,384 

負債純資産合計 57,218 56,405 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 95,279 96,488 

売上原価 89,966 91,418 

売上総利益 5,313 5,070 

販売費及び一般管理費 4,934 4,595 

営業利益 379 475 

営業外収益    

受取利息 18 5 

受取配当金 78 84 

その他 103 82 

営業外収益合計 201 172 

営業外費用    

支払利息 79 71 

その他 4 7 

営業外費用合計 84 79 

経常利益 495 568 

特別利益    

受取賠償金 13 30 

受取保険金 1 13 

投資有価証券売却益 － 22 

特別利益合計 14 66 

税金等調整前四半期純利益 509 635 

法人税等 170 160 

四半期純利益 339 474 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△15 81 

親会社株主に帰属する四半期純利益 355 393 

 

- 5 -

中央魚類㈱(8030)  平成28年３月期　第２四半期決算短信 



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 339 474 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 377 △16 

退職給付に係る調整額 △50 4 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 － 

その他の包括利益合計 327 △11 

四半期包括利益 667 463 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 677 373 

非支配株主に係る四半期包括利益 △10 89 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  当社は、平成27年６月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,064,000株の取得を行いました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が289百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て自己株式が693百万円となっております。 
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